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リニューアルキット据付説明書
◎�本説明書は ”リニューアルキットの据付方法”及び”既設配管と既設配線の再利用”について
　示したものです。”室内機”及び”室外機”については各々に付属している”据付説明書”をご覧ください。
◎据付される前にこの据付説明書をよくお読みいただき、指示通り据付工事を行ってください。

形式：REW－KIT63T
　　　REW－KIT160T
　　　REW－KIT280T

PSC012D096B

１. 付属品
・据付工事前に確認してください。

２. 既設配管流用時の施工手順

・リニューアル対象範囲の確認　・既設の冷媒配管使用可否確認
・既設の制御配線使用可否確認　・既設の電源設備使用可否確認

【確認・留意事項】
・流用する冷媒配管、制御配線、電源設備等の信頼性（老朽化に伴う特性不良等）に関しては、
　当社としては保証しかねますのでご注意ください。
・既設の冷媒配管使用可否確認は、「3. 既設配管流用可否判断フローチャート」および「４. 分岐管流用可否判断フローチャート」に基づき実施してください。
・冷媒配管長制約および適用可能配管径等については、「５. 既設配管使用許可範囲と配管長制限」を参照してください。
・室外機～室内機～リモコン間の制御配線に関し、既設の制御配線を流用する場合は、
　「６. 既設配線・電源流用に関する確認留意事項」に基づき確認を実施してください。
・電源設備に関しては、室外機、室内機に適合した電圧、相数とし、電源配線接続図に基づくブレーカ容量および配線径としてください。
・既設の電源設備（電源配線含む）を使用する場合は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確認してください。
・古い配線や電源設備の場合は、漏電や火災の原因ともなりますのでご注意ください。

｢３. 既設配管流用可否判断フローチャート｣ および ｢６. 既設配線・電源流用に関する確認留意事項｣
に従い既設配管および既設配線・電源流用の可否を判断。

現
地
施
工
前

現
地
施
工
時

既設の室外機、室内機、リモコン等取外し

室外機、室内機、リモコン等据付
電気工事の実施

配管の気密確認
※気密圧力試験値は、4.15MPa。

配管工事の実施

配管の真空引き
※ -101kPa 以下で１時間以上

冷媒追加充填

試運転調整

●フレアナットは流用せず本キット及び室外ユニット附属のものを使用し、
　フレアは必ずＲ４１０Ａ用に再加工してください。
　　※拡管寸法変更に伴い，φ12.7，φ15.88 のフレアナット対辺寸法が変わります。
●フレア接続はダブルスパナで締め付け、適正トルクを超えて締めないでください。
●新設エアコンを既設配管に接続した後は、気密試験と真空引きを確実に行ってください。
　※詳細は、室外機に付属している”据付説明書”をご覧ください。

注意！

３. 既設配管流用可否判断フローチャート

４. 分岐管流用可否判断フローチャート
ツイン、トリプル、ダブルツイン機で既設配管を使用する場合、下記フローチャートで主管・分岐管・分岐後配管の流用可否を確認してください。

スタート

主管サイズは当社の規定範囲内ですか？

既設ユニットは当社製ですか？

既設ユニットの型式は欄外に示した型式ですか？※２

はい

はい

はい

はい

はい

はい

主管・分岐管をあわせた長さは主管のサイズから
決まる配管制限長の範囲内ですか？

分岐後配管で立ち上げている（ヘッド差がある）
ところはありませんか？

主管の流用はできません。
配管を新設してください。

分岐後枝管の流用はできません。
分岐後枝管を新設してください。

分岐管の流用はできません。
新規にR410A用の分岐管を手配してください。

主管の流用が可能です。

分岐後配管サイズは新規ユニットの以下の条件を満たしていますか？
液管　：標準サイズ
ガス管：標準サイズもしくは標準の１サイズアップ
分岐管後の配管サイズは欄外を確認してください。※1

分岐後配管の流用が可能です。

分岐管の流用が可能です。※３

※２：＜分岐管流用可能な既存ユニット機種＞
１１２～１６０：ＦＤＣＪ～Ｈ，ＦＤＣＪ～ＨＡ，ＦＤＣＪ～ＨＤ，ＦＤＣＪ～ＨＤ１，ＦＤＣＪ～ＨＤ２，ＦＤＣＪ～ＨＤ３(Ａ) ，ＦＤＣＰ～ＨＤ３以降のＦＤＣの後に "Ｐ"  

がつく形式
２２４，２８０：ＦＤＣＰ～ＨＤ２（ＦＤＣＪ～ＨＤ２以前の機種の分岐管は耐圧不足となります。）
※～には能力を示す数字が入ります。
※既存ユニットがＦＤＣ～ではじまる型式の場合(ＦＤＣの後に"Ｊ"または"Ｐ"がつかない型式。例:FDC125H8A)、分岐管は流用できません。
　R410A用の分岐管を使用してください。（分岐管にオリフィスが無いため内機間の分配不良となります。また耐圧不足となります。）

※３：第1分岐後のガス配管にφ19.05×ｔ1.0を流用する場合，および配管サイズが標準サイズでも既設の分岐管を流用する場合は、必ず室外基板上のディップＳＷ５－１をＯＮ
にしてください。　Ｐ８０の場合はディップＳＷ８－１をＯＮにしてください。

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
いいえ

ある

スタート

いいえ

既設機の冷凍機油は下記のいずれかに該当しますか？
スニソ・ＭＳ・バーレルフリーズ・ＨＡＢフレオール・エー
テル油・エステル油

いいえ
いいえ

いいえ

使用可否を
照会願います

使用不可

使用可

流用不可
交換不能

修正不能

気密不良

撤去不能

修正不能

修正

配管洗浄

いいえ

はい

洗浄不能

洗浄可能

●｢配管洗浄｣を行う場合は、
　最寄の代理店にお問い
　合わせください。

既設配管を再利用できません。
新規配管をご使用ください。

はい

はい

はい

ある

ある

ある

ある

撤去

気密合格

はい

はい

いいえ

ない

ない

ない

ない

緩みなし

既設配管をご利用になれます。

既設機の配管長を確認

運転及びポンプダウン可能

既設機が運転可能かつポンプダウンが可能か確認 運転不可,ポンプダウン不可

連続で30分間の冷房運転を行い、
ポンプダウン(冷媒回収)を実施

既設機の冷凍機油が下記のいづれかに
該当しますか？(＊１)
　・バーレルフリーズ３２ＳＡＭ
　・ＭＡ３２Ｒ

冷媒回収機にて冷媒を回収後、
リニューアルキットを取付ける。

新設エアコンの既設配管施工
・フレアをR410A用に再加工し、新設機へ入れ替え

���������・ﾌﾚｱﾅｯﾄは流用せず室外ﾕﾆｯﾄ付属のものを使用してください

＊１：該当する冷凍機油は、改良のため予告なしに変更することがあります。　詳細は、最寄の代理店にお問い合わせください。
＊２：冷媒回収はフロン回収破壊法に従い、適正に行ってください。冷媒をみたりに大気中に放出すると罰則が適用されることがあります。

40～56�及び�ｾｿﾞﾝｲﾝﾊﾞｰﾀ63は４０ｍ超
ﾊｲﾊﾟｰｲﾝﾊﾞｰﾀ63�及び　80～280は５０ｍ超

40～56�及び�ｾｿﾞﾝｲﾝﾊﾞｰﾀ�63�は４０ｍ以下
ﾊｲﾊﾟｰｲﾝﾊﾞｰﾀ�63�及び　80～280�は５０ｍ以下

修正

流用可能、交換可能

既設配管を利用し施工する機体は
ツイン･トリプル･ダブルツイン機ですか？

再利用する既設配管に、腐食・傷・へこみはありませんか？

再利用する既設配管にガス漏れはありませんか？
(頻繁に冷媒を追加するようなことがなかったか確認)

室内機が接続されていない枝配管がありませんか？

再利用する既設配管の断熱材に、剥がれ、劣化がありませんか？
(液管，ガス管ともに断熱が必要です)

配管支持金具は緩んでいませんか？ 緩みあり 不具合部分を修正してください

その枝配管を撤去してください

不具合部分を修正してください

現地で既設配管の気密確認をしてください

不具合部分を修正してください

｢４.分岐管流用可否判断フローチャート｣に基づき分岐管の流用可否
を確認ください。

既設機は当社品ですか？

再利用する既設配管には室外機と室内機が接続されていますか？

再利用する既設配管の配管長・配管径・配管肉厚･ﾕﾆｯﾄ間高低差は当社規定の範囲内ですか？
　※詳細は、「５.既設配管使用許容範囲と配管長制限」および�室外機に付属している�据付説明書"をご覧ください。

"

修正修正

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

液
管
側

ガ
ス
管
側

断熱材 ( ﾊﾟｲﾌﾟｶﾊﾞｰ )　　　　　　　　　　　　　バンド・・・２本
　・φ 58× L330( ドライヤ用 )・・・２個　　据付説明書・・・１部
　・φ 46× L185( 液管用 )　・・・２個
　・φ 63× L530( ガス管用 )・・・１個

断熱材 ( ﾊﾟｲﾌﾟｶﾊﾞｰ )　　　　　　　　　　　　バンド・・・２本
　・φ 58× L330( ドライヤ用 )・・・２個　据付説明書・・・１部
　・φ 54× L195( 液管用 )　・・・２個
　・φ 69× L210( ガス管用 )・・・１個
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既設配管φ15.88
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FDCX（S）P633H（K）の場合は
機種 B を参照
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室外操作弁フレア接続

接続管Cのフレアナットを使用

接続管B
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接続管Dのフレアナットを使用

接続管F

既設配管φ12.7 現地手配φ9.52

室外操作弁フレア接続

303.5

接続管D

（φ9.52）

現地手配φ25.4現地手配φ25.4

10

現地配管の差込み量は10mm以内として下さい。
差込み過ぎるとストレーナメッシュの破損の恐れがあります。

既設配管φ15.88 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

接続管Fのフレアナットを使用

接続管D

315.5

接続管F

（φ12.7）

接続管C

461
既設配管φ12.7 現地手配φ12.7

室外操作弁フレア接続

  
（φ12.7）

５. 既設配管使用許可範囲と配管長制限

＜配管サイズ制限表＞
◎：標準配管サイズ　○：使用可能　△：配管長制限短縮　冷↓：冷房能力低下　×：使用不可
配管 1ｍ当たりの追加チャージ量 0.02kg/m 0.06kg/m 0.08kg/m 0.08kg/m 0.12kg/m 0.20kg/m
配管サイズ 液管 φ 6.35 φ 9.52 φ 12.7 φ 12.7 φ 12.7 φ 15.88

ガス管 φ 12.7 φ 15.88 φ 12.7 φ 15.88 φ 19.05 φ 22.22 φ 25.4 φ 15.88 φ 19.05 φ 22.22 φ 22.22 φ 25.4 φ 28.6 φ 22.22 φ 25.4 φ 28.6
XP40,45,50,56
VP40,45,50,56

適用可否 ◎ ○ △ △ × × × × × × × × × × × ×
最大片道配管長 40 40 20 20 × × × × × × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 30 30 15 15 × × × × × × × × × × × ×

XP63 適用可否 △ ◎ △ △ × × × × × × × × × × × ×
最大片道配管長 25 40 20 20 × × × × × × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 25 30 15 15 × × × × × × × × × × × ×

XP80 適用可否 × × 冷↓ ◎ × × × △ × × × × × × × ×
最大片道配管長 × × 36 50 × × × 25 × × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 × × 30 30 × × × 15 × × × × × × × ×

VP63,80 適用可否 冷↓ △ 冷↓ ◎ ○ *1 × × △ × × × × × × × ×
最大片道配管長 20 20 50 50 50 × × 35 × × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 10 10 30 30 30 × × 15 × × × × × × × ×

XP112,140,160 適用可否 × × × ◎ ○ *1 × × △ △ *1 × × × × × × ×
最大片道配管長 × × × 50 50 × × 25 25 × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 × × × 30 30 × × 15 15 × × × × × × ×

VP112 適用可否 × × × ◎ ○ *1 × × △ △ *1 × × × × × × ×
最大片道配管長 × × × 50 50 × × 50 50 × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 × × × 30 30 × × 15 15 × × × × × × ×

VP140,160 適用可否 × △ × ◎ ○ *1 × × △ △ *1 × × × × × × ×
最大片道配管長 × 20 × 50 50 × × 50 50 × × × × × × ×
チャージﾚｽ長 × 10 × 30 30 × × 15 15 × × × × × × ×

XP224 適用可否 × × × × 冷↓ *1 冷↓ *2 ◎ (△ *2) × × × 冷↓ △ *3 ○ *3 △ *3 △ *3 ×
最大片道配管長 × × × × 30 35 50 × × × 35 50 50 24 24 ×
チャージﾚｽ長 × × × × 30 30 30 × × × 30 15 15 9 9 ×

XP280 適用可否 × × × × × × × × × × 冷↓ ◎ ○ 冷↓ △ *3 △ *3
最大片道配管長 × × × × × × × × × × 35 50 50 35 40 40
チャージﾚｽ長 × × × × × × × × × × 30 30 25 18 18 18

VP224 適用可否 × × × × 冷↓ *2 冷↓ *2 ◎ (冷↓ *2) × 冷↓ 冷↓ × ○ ○ *1 × × ×
最大片道配管長 × × × × 50 50 50 × 50 50 × 50 50 × × ×
チャージﾚｽ長 × × × × 30 30 30 × 15 15 × 15 15 × × ×

VP280 適用可否 × × × × × × × × × 冷↓ × ◎ ○ *1 冷↓ △ △ *1
最大片道配管長 × × × × × × × × × 50 × 50 50 50 50 50
チャージﾚｽ長 × × × × × × × × × 30 × 30 30 15 15 15

第一分岐 第二分岐
配管 1ｍ当たりの追加チャージ量 0.06kg/m

液管 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52 φ 9.52
ガス管 φ 12.7 φ 15.88 φ 19.05 φ 12.7 φ 15.88 φ 19.05

XP80 ツイン ◎ ○ × ― ― ―
VP80 ツイン ◎ ○ × ― ― ―

XP112,VP112 ツイン ◎ ○ × ― ― ―
XP140 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―
XP160 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―

トリプル ◎ ○ × ― ― ―
VP140 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―
VP160 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―

トリプル ◎ ○ × ― ― ―
XP224,VP224 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―

トリプル × ◎ ○ *1 ― ― ―
ダブルツイン × ◎ ○ *1 ◎ ○ ×

XP280,VP280 ツイン × ◎ ○ *1 ― ― ―
ダブルツイン × ◎ ○ *1 × ◎ ○ *1

＜分岐管後配管＞
◎：標準配管サイズ　○：使用可能　×：使用不可　―：対象外

＊１：�φ 19.05 × t1.0 は耐圧強度が不足のため、室外ユニット基板上のディップＳＷ５－１をＯＮにしてください。
P80の場合はディップＳＷ８－１をＯＮにしてください。

　　 （ツイン・トリプル・ダブルツイン機の場合、第１分岐以降の配管にφ 19.05 × t1.0 が存在する場合を含む）
　　　ただし、1/2 Ｈ材または肉厚 1.2 以上の配管を使用の場合は必要ありません。
＊２：主配管長が４０ｍを越える場合、液配管の圧力損失により能力ダウンの影響を大きく受けます。
　　　主配管の液管サイズをφ１２．７としてください。
＊３：総配管長が“最大配管長”以下となるようにしてください。片道配管長さではありません。
＊４：�既設配管の曲げＲが７０mm未満の場合は、配管の耐圧上室外ユニット基板上のディップＳＷ５－１をＯＮにして

ください。P80の場合はディップＳＷ５－１をＯＮにしてください。
＊５：配管長の下限は５ｍとしてください。 ５ｍ以下の場合、冷媒充填量を減らす必要があります。
　　　冷媒回収・再充填を行う場合は最寄の代理店にお問い合わせください。

　！　注意　ツイン ･トリプル ･ダブルツイン機の場合、下記事項を必ずお守りください。
●同じ室外機に接続される室内機は、同一の部屋に設置し、空調負荷が同一となる条件で使用してください。
　空調負荷が同一でない条件で使用され場合は、能力不足となる可能性があります。
●分岐管セット DIS-TA1，DIS-TB1 を使用する場合は、各室内機間までの配管長差を３m未満としてください。
　３m以上の配管長差を必要とする場合は、下記の分岐管セットを使用してください。
　　　室外 :P160 ＝室内 :P50 ＋ P50 ＋ P50　･･･　DIS-WA1を 2個
　　　室外 :P224 ＝室内 :P80 ＋ P80 ＋ P80　･･･　DIS-WB1，DIS-WA1 各 1個
●下記組合せ時は、DIS-WB1 を２個 を使用し、各室内機間迄の配管長差を３m未満としてください。
　　　室外 :P280 ＝室内 :P50 ＋ P112 ＋ P112
　　　室外 :P280 ＝室内 :P71 ＋ P71 ＋ P140
　　　室外 :P280 ＝室内 :P80 ＋ P80 ＋ P112
●�既設エアコンがＦＤＫ、もしくはＦＤＦのトリプル , またはダブルツインの場合、リニューアルキットをご使用できま
せん。｢配管洗浄｣ を行ってください。（水もれまたは露たれが発生する恐れがあります）

６. 既設配線・電源流用に関する確認留意事項
既設配線・電源の流用におきましては、下記内容にご留意してください。

①既設配線（内外渡り線）の確認
　�既設配線は線の種類や心数の他、設備図面などによって配線長や分岐数も確認してください。
　　・電源配線について
　　　　◆�漏電遮断器の容量，電線の太さ，こう長，およびアース線については、室外機に付属している”

据付説明書”をご覧ください。
　　　　◆�単相機の場合は２心，３相機の場合は３心のＶＴＣキャプタイヤケーブル、または ＶＶＦ平方

ケーブルをご使用ください。
　　　　◆�４心ケーブルを使用したアース線と同心ケーブルとしないでください。シールド線は使用しな

いでください。
　　・内外渡り配線について
　　　　◆�必ず３心のＶＴＣキャプタイヤケーブル、または ＶＶＦ平方ケーブルを使用してください。シー

ルド線は使用しないでください。
　　　　◆電線太さ と こう長について
　　　　　�P160 以下・・・φ 1.6 × 3（50m）	 ※�括弧内の数字は、電圧低下２％とした場合のこう

長を示します。
　　　　　P224，280・・・φ 1.6 ×３（33m）	 ※�表示のこう長を超える場合は、内線規定により配

線太さを見直してください。
　　　　　	 ※配線長は 120m以内としてください。
　　・リモコン線について
　　　　◆配線の仕様については、室内機に付属している”据付説明書”をご覧ください。
　　　　◆多心ケーブルの使用は避けてください。
　　　　◆配線はアース（建物の鉄骨部分または金属等）からできるだけ離してください。

②既設電源の確認
　既設電源の電圧や相数、漏電遮断器の容量などを確認してください。
　　　◆既設の漏電遮断器がインバーター回路用遮断器を使用してください。
　　　　インバーター回路用遮断器でない場合はインバーター回路用遮断器に交換してください。
　�既設の電源設備を使用する際は、設備の老朽化、破損の有無を必ず確認してください。古い配線や電源
設備の場合は、漏電や火災の原因ともなりますのでご注意ください。

③既設配線の導通確認
　�既設配線の導通確認、電圧確認、漏電遮断器の動作確認を行なってください。

　異常があれば電線、部品の交換を行ない、配線を適切な状態にしてください。
　　　◆配線と大地間を 500Ｖメガーで計測して 100Ω以上あることを確認してください。
　　　　配線の劣化等により、100Ω以上ない場合は新規配線工事を行ってください。

④故障履歴の確認
　�伝送異常や通電不良など、配線・電源の異常が原因と考えられる故障が過去になかったかを確認してく
ださい。

　�該当する故障があった場合、その異常が改修されているかも確認し、改修されていない場合はその処置
を行なってください。

　また、少しでも劣化、異常が感じられる部品、配線は、交換もしくは新設を行なってください。

　　【既設配線流用の例】

Ｄ形以降の３心通信仕様ですか？ ｢６. 既設配線 ･電源流用に関する確認留意事項｣ を

満足すれば、そのまま流用可能。

スーパーリンク仕様ですか？

はい

はい

いいえ

７. リニューアルキット据付方法
●ドライヤを液管へ、銅管ストレーナをガス管へ取付けてください。
●ドライヤおよび銅管ストレーナの取付方向は自由です。(360°全方位 )
●ドライヤおよびガス管ストレーナはできるだけ室外機近傍に据付けてください。
●本キット内には下表に示す付属配管が同梱されています。下表に従い据付を行ってください。

機種 Ⓑ
FDCVP633H
FDCVP803H FDCXP803H FDCXP803C
FDCVSP633H
FDCVSP803H FDCXSP803H
FDCVP633HK
FDCVP803HK FDCXP803HK
FDCVSP633HK
FDCVSP803HK FDCXSP803HK

形式の末尾AG形を含む

機種 Ⓒ
FDCVP1123H FDCXP1123H FDCXP1123C
FDCVP1403H FDCXP1403H FDCXP1403C
FDCVP1603H FDCXP1603H FDCXP1603C
FDCVSP1123H FDCXSP1123H FDCXSP1123C
FDCVSP1403H FDCXSP1403H FDCXSP1403C
FDCVSP1603H FDCXSP1603H FDCXSP1603C

形式の末尾AG形を含む

●ドライヤは、運搬保管時の水分 , 異物の浸入を防止する目的でビニールキャップにて密封包装されています。据付時はビニールキャップを外してください。
　ビニールキャップを外した後は、長時間放置せず素早く既設配管へ取付け、真空引きを行ってください。(長時間放置するとドライヤの性能が低下します )
●ガス管，液管両方共に断熱材 (パイプカバー )が付属されています。
　リニューアルキット本体，フレア接続部およびろう付部を断熱してください。
　　！　注意　断熱工事に不備がありますと錆が発生し、リニューアルキット本体，フレア部あるいはろう付部からの冷媒漏れ事故になる恐れがあります

銅管ストレーナ（ガス管側）
　●KIT63T・KIT160T の場合、φ 63× L530
　　 KIT280T の場合、φ 69× L210　の断熱材にてフレア接続部または
　　ろう付部を断熱する。

リニューアルキット据付例（後ろ抜きの場合）

ドライヤ（液管側）

ドライヤの断熱方法
KIT63T・KIT160T の場合、φ 46× L185
KIT280T の場合、φ 54× L195　の断熱材を２個使用

ドライヤ

φ 58× L330 の断熱材２個で
ドライヤを挟み込む

バンドで固定 (２箇所 )

XP224,280 およびVP224,280 の場合のリニューアルキット据付例

｢６. 既設配線 ･電源流用に関する確認留意事項｣ を満足すれば、下図の方法にて流用可能。

1
2
3

1
2
3
R
S
T

漏
電
遮
断
器

室内機 室外機

・内外渡り線を端子台”１, ２”に接続。
・スーパーリンク信号線を端子台”２, ３“に接続
　◆スーパーリンク信号線は、0.75mm2 以上で２０m以内。
　◆室内端子台”２”と電源Ｓ相を厳守
　◆上記以外の接続方法については、最寄の代理店にお問い合わせください。

・下表は、リニューアルキットを使用した場合の制限を示します。
　使用しない場合の制限は、室外機に付属している“据付説明書”をご覧ください。

REW－KIT63T REW－KIT160T REW－KIT280T

機種 Ⓐ Ⓑ Ⓒ
FDCVP2243H,FDCXP2243H,FDCXP2243C
FDCVSP2243H,FDCXSP2243H
（形式の末尾AG形を含む）

FDCVP2803H,FDCXP2803H,FDCXP2803C
FDCVSP2803H,FDCXSP2803H
（形式の末尾AG形を含む）

液管側
接続方法

ガス管側
接続方法

付属配管

現地手配エルボ現地手配φ25.4

既設配管をロウ付け

現地手配φ25.4

現地手配φ25.4

現地手配

既設配管をフレア接続

PSC012D096B

機種 Ⓐ
FDCVP404HAG FDCVSP404HAG FDCXP404HAG FDCXSP404HAG FDCXP404CAG FDCVP403H FDCXP403H FDCXP403C FDCVSP403H FDCXSP403H
FDCVP454HAG FDCVSP454HAG FDCXP454HAG FDCXSP454HAG FDCXP454CAG FDCVP453H FDCXP453H FDCXP453C FDCVSP453H FDCXSP453H
FDCVP504HAG FDCVSP504HAG FDCXP504HAG FDCXSP504HAG FDCXP504CAG FDCVP503H FDCXP503H FDCXP503C FDCVSP503H FDCXSP503H
FDCVP564HAG FDCVSP564HAG FDCXP564HAG FDCXSP564HAG FDCXP564CAG FDCVP563H FDCXP563H FDCXP563C FDCVSP563H FDCXSP563H
FDCVP634HAG FDCVSP634HAG FDCXP634HAG FDCXSP634HAG FDCXP634CAG FDCXP633H FDCXP633C FDCXSP633H
FDCVP404HKAG FDCVSP404HKAG FDCXP404HKAG FDCXSP404HKAG FDCXP404CKAG FDCVP403HK FDCXP403HK FDCXP403CK FDCVSP403HK FDCXSP403HK
FDCVP454HKAG FDCVSP454HKAG FDCXP454HKAG FDCXSP454HKAG FDCXP454CKAG FDCVP453HK FDCXP453HK FDCXP453CK FDCVSP453HK FDCXSP453HK
FDCVP504HKAG FDCVSP504HKAG FDCXP504HKAG FDCXSP504HKAG FDCXP504CKAG FDCVP503HK FDCXP503HK FDCXP503CK FDCVSP503HK FDCXSP503HK
FDCVP564HKAG FDCVSP564HKAG FDCXP564HKAG FDCXSP564HKAG FDCXP564CKAG FDCVP563HK FDCXP563HK FDCXP563CK FDCVSP563HK FDCXSP563HK
FDCVP634HKAG FDCVSP634HKAG FDCXP634HKAG FDCXSP634HKAG FDCXP633HK FDCXSP633HK

形式の末尾G形を含む

ガス管がφ 12.7 の場合
（既設機がR410Aの場合）

ガス管がφ 15.88 の場合
（既設機がR22の場合）
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